
「波瀾の会員総会

昭和10年6月15日

れ
た
り

今晩零時半の美校玄関」

紙名不明

（「諸新聞切抜」より転載）

⑦

岡
田
三
郎
助
、
和
田
三
造
の
外
国
出
張

昭
和
十
年
十
二
月
十
八
日
、
岡
田
一一一
郎
助
と
和
田
三
造
は

「
満
洲
國
二
於
ケ

ル
古
美
術
調
査
ヲ
兼
ネ
美
術
教
育
ノ
施
設
一
般
ヲ
調
査
研
究
」
す
る
こ
と
を
目

的
に
約
十
八
日
間
の
予
定
で
満
洲
国
出
張
を
許
可
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
日

に
出
発
し
、
翌
十
一
年

一
月
七
日
に
柿
国
し
た
。

⑧

帝
国
美
術
院
改
革
の
影
響

昭
和
十
年
の
帝
国
美
術
院
改
革
（
松
田
改
組
）
は
、
同
院
と
密
接
な
関
係
の

あ
る
本
校
に
大
き
な
影
聾
を
及
ぼ
し
、
和
田
英
作
校
長
の
辞
任
と
い
う
結
果
を

招
い
た
だ
け
で
な
く
、
同
十
九
年
に
断
行
さ
れ
る
本
校
改
革
の

一
因
が
こ
こ
に

胚
胎
し
た
。

そ
の
概
要
を
記
せ
ば
、
昭
和
十
年
二
月
八
日
、
第
六
十
七
議
会
予
算
第
二
分

H
会
の
席
上
、
政
友
会
代
議
士
大

n
嘉
六
は
文
相
松
田
源
治
に
対
し
て
帝
国
文

術
院
展
覧
会
（
帝
展
）
の
情
弊
、
腐
敗
を
指
摘
し
て
改
革
を
迫
っ
た
。
文
相
は

こ
れ
に
全
く
同
感
の
邸
を
表
明
し
、
直
ち
に
文
部
省
内
で
改
革
案
の
検
討
を
始

め
た
が
、
そ
の
協
議
に
携
わ
っ
た
の
は
文
部
省
の
添
田
敬
一
郎
政
務
次
官
、
一――

辺
事
務
次
官
、
赤
問
信
義
専
門
学
務
局
長
お
よ
び
正
木
直
彦
帝
国
美
術
院
長
、

和
田
英
作
本
校
校
長
、
川
合
玉
堂
同
教
授
、
矢
代
幸
雄
同
教
授
兼
美
術
研
究
所

主
市
ら
極
く
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
に
よ
っ
て
分

か
る
。
左
記
は
そ
の
部
分
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。

〔昭
和
十
年
〕

三
月
二
日
…
…
午
前
九
時
半
文
部
大
臣
官
邸
に
文
部
政
務
次
官
添
田
事
務

次
官
三
邊
専
門
學
務
局
長
赤
間
の
三
氏
と
會
談
帝
図
美
術
院
の
改
革

に
付
き
懇
談
あ
り
：・：・

―
―
―
月
四
日
：

．．．． 
午
後
五
時
日
本
倶
楽
部
に
行
き
て
文
部
政
務

人
赤
間
専
門
局
長
和
田
美
校
長

川
合
玉
堂
と
會
合

に
就
き
て
内
議
す
…
…

事
務
次
官
雨

帝
展
改
組
の
事

三
月
七
日
：
・
：・
午
後
五
時
紀
尾
井
町
錦
水
に
て
牧
野
伯
爵
を
迎
へ
和
田
川

合
赤
間
氏
と
共
に
會
合
希
展
改
革
に
付
き
伯
爵
に
成
案
を
説
明
し
着

手
に
付
き
助
力
を
乞
ふ
快
諾
し
て
相
嘗
の
料
助
を
惜
し
ま
す
と
挨
拶
さ

三
月
十
六
日
：
・
・
：
正
午
よ
り
日
本
倶
楽
郡
に
於
て
赤
間
専
門
局
長
和
田

川
合
雨
氏
と
會
食
し
赤
間
氏
に
於
て
検
討
し
た
る
帝
園
美
術
院
改
革
新
官

制
に
就
い
て
研
究
し
た
る
成
案
を
文
相
よ
り
閣
議
に
提
出
し
て
諒
解
を
得

た
る
後
改
革
に
着
手
す
る
事
と
し
た
り
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